
令和 4年度事業報告書

令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人まほろば教育事業団

1 事業の成果

令和 4年度は、コロナ感染防止のため、宿泊開催を短縮する等の対策をとりながら、事業計画として掲げて
いた小学生対象の「まほろば行事」を全国 7会場で開催。中高生セミナーは 2会場で、それぞれ 2泊 3日 と 1

泊 2日 での開催となった。また、地域 「まほろばの会」は広島では毎月開催 し、各地では季節毎や冬季に開催
し、美 しい日本語を育む教育実践や伝統文化体験等に取 り組んだ。同時に、リモー トを活用して「日本発見講

座」(中 高生対象)、
「家庭教育講座」を毎月などで開催、また、家族の絆を育む「家族の絆の詩」公募や道徳や

歴史の良書の普及活動を行った。さらに、教員を中心とした研修として 「全国研修会」を福岡で開催 した他、

リモー ト等を活用し年間を通 じて研修 した。親子で学ぶ「教育フォーラム」を開催 した。全体を通して次代を

担 う青少年に、豊かな感性を育み、誇 りと自信をもって明日の日本を築く志を育む教育事業となった。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

定款の

事業名

事業内容 実施の

日程

施

所

実

場

従事者の

人数

受益の範囲

及び人 数

支出額

(千 円)

小学生に対して日本の歴

史の人物や和歌を学ぶ

「まほろば行事」を通し

て、豊かな感性と美 しい

日本の心を伝えていく。

8月 、7 神奈川、岐阜、奈

良、岡山、愛媛、

佐賀、宮崎にある

公共の青少年研修

施設などで開催

宿泊はなくなリー

日又は数回開催

保護者含

む

延ベ

155名

一般小学生

ボランテイ

ア中高生

146名

中学生高校生に対 して、

日本の歴史人物や和歌等

の 日本文化を学ぶ 「中高

生セ ミナー」リモー ト「日

本発見講座」を開催 し、

豊かな感性 と日本人 とし

ての誇 りと自信を育む。

8月 から9月

※リモー トは

年間開催

東京、福岡にある

公共の青少年施設

などで開催

2会場

延ベ

30名

一般中高生

大学生

延 32名

青少年を対

象とした研

修及び支援

事業

小 。中 。高校生を対象

に、「まほろばの会」の

開催支援を行い、素読や

読み聞かせ、歴史研修、

伝統体験、親守詩作 り等

を行 う。

通年 岐阜、広島、愛媛 保護者を

含む延ベ

50名

一般小 。中

・高校生延

べ 90名

4112

優良図書、

各種テキス

トの出版、

万葉集のカルタ等の日本

文化、道徳に関する良書

(ブ ックレット)を企画

一般小 。中

。高校生な

どで活用

∩

ｖ通年 全 国 5名



普及支援事

業

し、教育事業等で普及、

活用する。

日本の心を育む教育をめ

ざして、「家族の絆短冊

コンテス ト」を開催する。

7月 神奈川、全国 10名 一般応募 3

00名
定款第 3条

の目的に関

する各種講

演会、行事

の開催、及

び講師派遣

事業

親子で学ぶリモー ト「家

庭教育講座」「教育フォ

ーラム」「講師養成研修

会」

講座 毎月

フォーラム

12月

リモー ト、東京 20名 一般 232

名

理工系医者

関係者、教

育者、及び

それを目指

す者を対象

とした研修

事業

教育力を磨きあい、学校、

地域、家庭の教育の向上

をめざして「全国研修会」

を開催した

6月 リモー ト 5名 会員および

ボランティ

ア40名

283

通年 東京 2名 394まほろば教育事業団の活

動を広く広報するために

「ホームページ」を開設

する。

2名 会員他 20
0名

42

学

師

域

大

教

地

の
　
・
　
・

国

員

親

全

教

・

の有志によ

る教育ネッ

トワーークを

形成する事

業

会員間の交流のために

「会報 (通信 )」 を発行

する

通年 東京



活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

【経常収益】

【受取会費】

正会員A受取会費

正会員B受取会費

協賛会員受取会費

【受取寄付金】

受取寄付金

【受取助成金等】

受取助成金

【事業収益】

事業 収益

【その他収益】

受取 利息

雑 収 益

経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

給料 手当(事業)

臨時雇賃金

人件費計

(そ の他経費)

諸 謝 金 (事業)

広報宣伝費 (事業)

印刷製本費(事業)

会場費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費

宿泊食費

雑   費 (事業)

その他経費計

事業費 計

【管理費】

(人件費)

給料 手当

アルバイ ト給料

通 勤 費

法定福利費

人件費計

(そ の他経費)

950,000

150,000

1,790.000 2,890,000

2,783,426

200,000

895,336

19,387

7

19,380

6,788,149

1,640,911

170,000

1,810,911

210,000

21,310

200,830

165,852

721,888

39,612

175,345

48,495

660,960

25,970

40,932

70,714

744,628

127,821

3.254.357

5,065,268

699,368

460,000

87,480

412,565

1,659,413



活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

印刷製本費

会議 。会場費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費

水道光熱費

地代 家賃

広告宣伝費

接待交際費

新聞図書費

慶 弔 費

リース 料

支払手数料

雑   費

その他経費計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

【経常外収益】

経常外収益 計

【経常外費用】

経常外費用 計

税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

113,738

2,119

267,618

280,853

88,656

15,967

220,320

77,440

4,540

9,244

38,861

399,388

102,085

137,423

1,758,252

3,417,665

8, 482.933

△ 1,694,784

△ 1,694,784

△ 1,694,784

744.5423,

2,049,758



貸 借 対 照 表
認定特定非営利活動法人まほろば教育事業団 [税込](単位 :円 )
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正 味 財 産 の 部

【流動資産】

(現金・預金)

現   金

普通 預金

郵便振替口座

現金 。預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

(そ の他流動資産)

前払 費用

その他流動資産 計

流動資産合計

【固定資産】

(投資その他の資産)

敷   金

投資その他の資産 計

固定資産合計

161,324

267,789

731,868

1,160,981

1,557

1,557

1,987,002
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【正味財産】

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産 計

3,744,542

△ 1,694,784

2,049,758
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財務諸表の注記
認定特定非営利活動法人まほろば教育事業団 令和5年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】

財務諸表の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人

会計基準協議会)によつています。

2,【現金残高の各拠点預け金の内訳及び本部繰越金額】

合宿残金は各合宿へ預け金としています。内訳は下記の通りです。

尚これによる本部の繰越金も下記の通りとなります。

令和4年度

東海まほろば合宿

近畿まほろば合宿 241058

中国まほろば合宿
＾
Ｕ

四国まほろば合宿 1,337

九州まほろば合宿 13,983

福岡中高生セミナー ｎ

ｖ

本部繰越金 43,547

合計 161

3,【事業費の内訳】

事業費の区分は別紙の通りです。



事業費の内訳 (別紙)

ほ ろ 31

[税込](単位 :円 )

[税込](単位 :円 )
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14,110

150

3,740

102.867 94.082 64.523 96.559 27.798

102_867 94.082 64.523 96.559 27.798

(人件費)

給料 手当(事業)

臨時雇賃金

人件費計

(そ の他経費)

諸 謝 金 (事業)

広報宣伝費 (事業)

印刷製本費 (事業)

会場費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費

宿泊食費

雑   費 (事業)

その他経費計

合計

789,057

789,057

23,600

1,727

107,857

1,716

21,328

298,760

400

110,000

9,450

17,700

111,040

6,542

7,434

7,220

12,507

10,500

269,106

1 512

011

30,000

5,220

1,860

124,400

1,110

23,821

9,220

3,411

50,000

117,128

42.659

5,550

4,901

66,794

8,706

10.150

23.600 426.788 408,829 96.101

23.600 1.215.845 408.829 96.101

(人件費)

給料 手当(事業)

臨時雇賃金

人件費計

(そ の他経費)

諸 謝 金 (事業)

広報宣伝費 (事業)

印刷製本費 (事業)

会場費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費

宿泊食費

雑   費 (事業)

その他経費計

合計



事業費の内訳 (別紙)

認定特定非営利活動法人まほろば教育事業団 令和5年 3月 31日 現在

711,185

170,000

140,669

881,185 140,669

18,480

106,203

27,167

367,200

7,959

111,110

57,450

9,100

31,282

30,000

34,124

9,096

3,850

85,294

142,460

3,040

220

252,673

855

30,000

6,822

519,050 7,959 208,942 73,990 525,214

1.400.235 7.959

(人件費)

給料 手当(事業)

臨時雇賃金

人件費計

(その他経費)

諸 謝 金 (事業)

広報宣伝費 (事業)

印刷製本費 (事業)

会場費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費

宿泊食費

雑   費 (事業)

その他経費計

合計 208,942 73,990 665,883

[税込](単位 :円 )

[税込](単位 :円 )

1,640,911

170,000

1,810,911

5,044

210,000

21,310

200,830

165,852

721,888

39,612

175,345

48,495

660,960

25,970

40,932

70,714

744,628

127,821

5,044 3,254,357

5.044 5.065.268

(人件費)

給料 手当(事業)

臨時雇賃金

人件費計

(その他経費)

諸 謝 金 (事業)

広報宣伝費 (事業)

印刷製本費 (事業)

会場費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費
宿泊食費

雑   費 (事業)

その他経費計

合計

ヽヽ 、



財 産 目 録
認定特定非営利活動法人まほろば教育事業団

全 事 業 所

[税込](単位 :円 )

イ合・禾□ cE?1 Fr #/E

【流動資産】

(現金 。預金)

現   金

普通 預金

郵便振替口座

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

(その他流動資産)

前払 費用

その他流動資産 計

流動資産合計

【固定資産】

(投資その他の資産)

敷   金

投資その他の資産 計

固定資産合計

資産の部 合計

【流動負債】

未 払 金

預 り 金

流動負債 計

負債の部 合計

正味財産

《資産の部》

161,324

267,789

73L868

1,160,981

____望 生亜生

824,464

1.557

1.557

6[L000

68.」2o0

《負債の部》

1,344

3L900_

1,987,002

_三LmL

5.244

2,055,002

ュ 244

2 049,758



書式第 18号 (法第 23条関係) 令和 4年度年間役員名簿
特定非営利活動法人まほろば教育事業団

確認事項  (法第 20条、法第 21条関係を確認の上、チェックを入れて下さい)

□ 以下の役員については欠格事由者は含まれていません。 (法第 20条関係 )

日 各役員について 親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係)

役 名 氏  名 就任期間 報酬を受けた期間

理事長 山崎 文靖 R4年 4月 1日

～ M年 3月 31日
副 理 事

長

吉川  安 司 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

副 理 事
岳

丸  幸生 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

副 理 事
岳

秀  道広 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日

副 理 事
長

岡藤 茂吏 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理  事 勝岡 寛次 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理  事 内田  智 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日

理  事 越智  薫 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理

事

野原 清嗣 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日

理 事 新田 均 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 竹 田 和由 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日
理 事 蓼  正成 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日

理 事 永野 雅康 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日

理 事 北林 幹雄 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 椛島 雅子 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 市橋登美子 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 清家 和弥 R4年 4月 1日

～ R5年 3月 31日
R4年 4月 1日
～ R5年 3月
31日

理 事 外村 聖典 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 馬渕 雅宣 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 大葉勢 清英 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

理 事 佐瀬 竜哉 R4年 4月 20日
～ R5年 3月 31日

理 事 別府 正智 R4年 4月 20日
～ R5年 3月 31日

監事 石井 ―行 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日

監 事 工藤  可哉 R4年 4月 1日
～ R5年 3月 31日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 5年 3月 31日

特定非営利活動法人まほろば教育事業団

氏   名

1
岡 秀樹

2 神戸 真由美

3 中村 恵子

4 江崎 圭伊子

5 棚橋 美治

ハ
リ 吉田 明徳

７
・

土肥 勝彦

（Ｘ
）

豊島 唯顕

Ｑ

）
蓼 雅治

10 川畑多恵子


